信州大学

○○学部　テニュアトラック普及・定着係

〒○○○-○○○○ 長野県○○市○○　○－○－○
○○大学○○学部

○○学科　 

教授　○○　○○　先生
拝啓　晩秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

本状を突然お送りする失礼をお許し下さい。

　私ども信州大学は、「若手研究者の自立的研究環境整備促進」事業（旧科学技術振興調整費等）によりテニュアトラック制度を構築して参りましたが、平成２３年度は、当該制度に人材システム改革モデルを定着させるため、文部科学省の科学技術人材育成費補助金「テニュア・トラック普及・定着事業」により、本学の将来を担う若手研究者の育成に取り組むことになりました。本状は、本学○○学部におけるテニュアトラック助教選考（○○○○分野）の業績評価に関わるお願いでございます。

この事業で採用された若手研究者は、採用後５年目前半にテニュア審査が行われ、合格者は６年目から任期のない専任教員として採用されます。この人事制度は、優秀な教員を育成することを主たる目的としており、これを達成するためには、採用の際にも厳格かつ客観的な業績評価を行うことが不可欠となっております。本取り組みでは、深い学識を有し、専門分野の研究に精通し、なおかつ評価を受ける教員と研究上の関係がない学外の専門家による客観的な評価をお願いする仕組みを導入しております。

　つきましては、突然のお願いでまことに恐縮ですが、下記応募者の研究業績の評価を先生にお引き受けいただきたく、お願い申し上げる次第でございます。 

　　候補者名：○○ ○○
　　研究分野：○○○○分野 
このような評価はたいへん手間がかかることは重々承知しておりますが、公正な評価を保証するためには学外の専門家にお願いする必要がある事情をお察しいただき、お力添えいただけますよう重ねてお願い申し上げます。
評価の参考資料等を同封させていただきます。

　（1）研究業績資料（業績調書、研究の概要、代表的論文5件のコピー）

　（2）評価書様式（記入用ファイルは別途e-mailにて送らせていただきます）

　（3）実施確認書・支出依頼書
　（4）債主登録依頼書
　（5）返送用封筒
ご多忙とは存じますが、業績資料（1）に基づき、評価書様式（2）により研究業績を評価いただき、○○月○○日までに評価書をその他資料等とともに返送用封筒にてご返送いただければ大変ありがたく存じます。（(3)、(4)についても必要事項を記入ください。）上記5件以外の論文が必要な場合は下記の問い合わせ先にご連絡下さい。直ちにコピーをお送りいたします。

　期日までに評価いただくのが難しい場合は、ご一報いただければ、できる限りの対応をさせていただきます。

　また、評価をお引き受けいただけない場合は、お手数ですが、上記資料等を返送用封筒にてご返送下さるようお願い申し上げます。

　なお、評価のための学識と手間に相応しいお礼ができればよいのですが、諸般の制約のため、謝金は一律に4万円としていることをご了承下さい。

【評価書の守秘について】

なお、蛇足ですが、ご提出いただいた評価書は、守秘文書として厳重に管理・保管し、審査委員会の資料としてのみ使用し、応募者本人に開示することはないことを確約いたします。

以上について、ご不明な点等ございましたら、下記にお問い合わせ下さい。

何卒、よろしくお願い申し上げます。







敬具

信州大学　○○学部

～学科
○○○○
　　　　　　　　　TEL  ○○○○-○○○○-****（直通）
　　　　　　　　　FAX　　　　　      同上　
　　　　　　　　　MAIL    ～@shinshu-u.ac.jp
